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本論文は,広帯域DS-CDMA (W-CDMA)方式の上りﾘﾝｸおよび下りﾘﾝｸにおけ
る無線ﾘﾝｸの大容量化を目的とした適応ｱﾝﾃﾅｱﾚｲ(ｱﾀﾞﾌﾟﾃｲﾌﾞｱﾚｲ)の適

用に関して筆者が行った研究をまとめたものである. W-CDMA方式では他ﾕ-ｻﾞからの
干渉の大きさにより無線基地局のｼｽﾃﾑ容呈が決まるため,干渉信号を如何に低減す
ることができるかがｼｽﾃﾑ容量増大のための課題となる.適応ｱﾝﾃﾅｱﾚｲは複数
のｱﾝﾃﾅをｱﾚｲ状に配置し各ｱﾝﾃﾅの重み係数を適応的に制御することにより希
望波信号の方向にﾒｲﾝﾛ-ﾌﾞを有すると共に干渉信号方向たﾇﾙ(感度ｾﾞﾛ)を有す
る指向性ﾊﾟﾀ-ﾝを生成することにより他ﾕ-ｻﾞの干渉信号を抑圧することができ,無

線ﾘﾝｸ容呈を増大するために有効な技術の1つである.今まで多くの研究により適応
ｱﾝﾃﾅｱﾚｲを移動通信ｼｽﾃﾑに適用した場合の効果について諭じられて来たが,

上り/下りﾘﾝｸの周波数が異なるFDD (FrequencyDivisionDuplex)ｼｽﾃﾑに適用が可
能な適応ｱﾝﾃﾅｱﾚｲを用いた基地局の貝体的な構成,およびｱﾝﾃﾅ重み係数生成

手法について提案されたものはなかった.そこで本研究では, w-cDMAの上りﾘﾝｸお
よび下りﾘﾝｸにおいて適応ｱﾝﾃﾅｱﾚｲを用いた場合の基地局構成とｱﾝﾃﾅ重み
係数生成法を提案し,その有効性を定量的に評価すしている.本論文は以下のような構
成となっている.

まず第1章および第2章にて本研究の背景としてそれぞれw-cDMA,および適応ｱﾝ

ﾃﾅｱﾚｲ技術の概要について述べた後,第3章と第4章で上りﾘﾝｸに関する研究を
行っている.

第3章では適応ｱﾝﾃﾅｱﾚｲﾀﾞｲﾊﾞ-ｼﾁ受信部の構成について提案し.干渉信号電
力の抑圧効果について定量的に示ている.提案する構成における受信ｱﾝﾃﾅ重み係数
の生成法は,下りﾘﾝｸの送信ｱﾝﾃﾅ重み係数として用いることができることを考慮
した構成となっている.

第4章では適応ｱﾝﾃﾅｱﾚｲ受信のさらなる高品質化,大容量化のための技術とし
て,誤り訂正復号後判定ﾃﾞ-ﾀを用いる判定帰還型適応ｱﾝﾃﾅｱﾚｲﾀﾞｲﾊﾞ-ｼﾁ受
信の構成の提案,および特性改善効果について評価している.

第5章から第7章にかけて下りﾘﾝｸに関する研究を行っている.第5章にて適応ｱﾝﾃ
ﾅｱﾚｲ送信の基地局構成について提案し,その干渉信号の抑圧特性について評価して

いる.さらに第6章では,適応ｱﾝﾃﾅｱﾚｲ送信の送信ｱﾝﾃﾅ重み係数の生成方法に

ついて検討している.上りﾘﾝｸにおいて適応ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを用いて生成された重み係
数を利用する方法と,上りﾘﾝｸの到来方向を推定しその方向にﾒｲﾝﾛ-ﾌﾞのみを向

けた重み係数を利用する方法との比較評価を行っている.最後に第7章にて適応ｱﾝﾃﾅ
ｱﾚｲ送信を行った場合の下りﾘﾝｸのさらなる高品質化,大容量化を目的としたﾁﾔ
ﾈﾙ推定方法を提案している.個別ﾁﾔﾈﾙのﾊﾟｲﾛﾂﾄに加えて共通ﾊﾟｲﾛﾂﾄﾁﾔ
ﾈﾙも用いたﾁﾔﾈﾙ推定を行うことによる特性改善効果について明らかにしている.

第8章は本研究の総括とし第3章から第7章までの研究結果と今後の課題について述べて
いる.
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論文蕃査結果の要旨

本論文は,近年の本格的なﾓﾊﾞｲﾙﾏﾙﾁﾒﾃﾞｲｱ通信の需要の増大

を背景に, W-CDMAの上りﾘﾝｸおよび下りﾘﾝｸにおける無線ﾘﾝｸ
容量の増大を目的として基地局に適用する適応ｱﾝﾃﾅｱﾚｲ受信およ
び適応ｱﾝﾃﾅｱﾚｲ送信に関する検討を行い,その基地局構成の提案
と有効性を実証している.本論文の主な成果は以下に要約される.

1. W-CDMA上りﾘﾝｸにおける適用を考慮した適応ｱﾝﾃﾅｱﾚｲﾀﾞ

ｲﾊﾞｰｼﾁ受信の構成について提案した.本構成での受信ｱﾝﾃﾅ重み

係数の生成法は,下りﾘﾝｸの送信ｱﾝﾃﾅ重み係数として用いること

を考慮したｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを用いており, FDDｼｽﾃﾑにも適用可能な構

成となっている.また,計算機ｼﾐｭﾚ-ｼﾖﾝおよび,室内,屋外伝

送実験により適応ｱﾝﾃﾅｱﾚｲﾀﾞｲﾊﾞ-ｼﾁ受信の容量改善効果,お

よび干渉信号電力の抑圧効果について定量的に示している.

2.適応ｱﾝﾃﾅｱﾚｲﾀﾞｲﾊﾞ-ｼﾁ受信のさらなる高品質化の方法と
して,誤り訂正復号後判定ﾃﾞ-ﾀを用いる判定帰還型適応ｱﾝﾃﾅｱﾚ
ｲﾀﾞｲﾊﾞ-ｼﾁ受信の構成を提案し,その特性改善効果について明確化
した.本研究により上りﾘﾝｸの大容量化を可能にしている.

3. W-CDMA下りﾘﾝｸにおける適応ｱﾝﾃﾅｱﾚｲ送信の基地局構成

について提案し,適応ｱﾝﾃﾅｱﾚｲ送信を行うことによる干渉信号の
抑圧効果について定量的に示している.また,適応ｱﾝﾃﾅｱﾚｲ送信
の送信ｱﾝﾃﾅ重み係数の生成方法について検討し,上りﾘﾝｸにおい
て適応ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを用いて生成された重み係数を利用する方法と,上
りﾘﾝｸの到来方向を推定しその方向にﾒｲﾝﾛ-ﾌﾞのみを向けた重み

係数を利用する方法との特性改善効果の比較を行い,最適な重み係数生
成方法を明らかにしている.

4.適応ｱﾝﾃﾅｱﾚｲ送信における下りﾘﾝｸのさらなる高品質化の
方法として,個別ﾁﾔﾈﾙのﾊﾟｲﾛﾂﾄだけでなく共通ﾊﾟｲﾛﾂﾄﾁﾔ

ﾈﾙも用いたﾁﾔﾈﾙ推定法を提案し,その適用領域と特性改善効果に
ついて明らかにしている.本研究により下りﾘﾝｸの大容量化が可能に
なった.


